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研究のトピックス性 

タンパク質の立体構造をX線結晶構造解析によって決定するために、タンパク質分

子の良質な結晶を得ることが必要です。私たちは超伝導磁石が発生する強力な磁

場と磁場勾配に起因する磁気力が作用する環境で、分子量や等電点など性質が異

なる複数のタンパク質試料の結晶化を行い、強磁場の効果を検証しました。対照

実験と比較すると、約３割の試料で結晶の高品質化を示す結果が得られました。

特に、結晶が磁場の方向に沿って配向した場合に高品質化しており、これらの関

連性が強く示唆されます。（学術的トピック性） 

この研究成果は、高品質なタンパク質結晶を得るための実用的なツールとして超伝導

磁石による強磁場空間が利用できることを示しています。X線結晶構造解析において、

良質な結晶からは多くの情報が得られるため、詳細な解析と研究のスピードアップに

貢献できると考えています。（社会的トピック性） 

 
研究の波及効果 

高品質なタンパク質結晶が簡便に得られる手法として、本研究で使用したような

強磁場空間の利用は非常に有益です。学術分野だけに限らず、特に創薬やタンパ

ク質の高機能化など標的タンパク質の精密な立体構造決定を必要とする産業分野

においても有効活用されることで、薬剤開発、有用タンパク質の創出など物質生

産プロセスの効率化が期待されます。 
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